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語文124・125（2026・2　大阪大学国語国文学会）

天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
の
原
本
判
読
に
お
け
る
近
世
写
本
の
可
能
性

中　
　

野　
　

直　
　

樹

一
　
は
じ
め
に

愛
媛
大
学
図
書
館
鈴
鹿
文
庫
に
近
世
末
期
書
写
の
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』

（
以
下
、「
愛
媛
大
学
本
」）
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
天
治
本
『
新
撰

字
鏡
』
原
本
を
手
に
入
れ
た
一
人
で
あ
る
鈴
鹿
連
胤
の
書
写
に
よ
る
も
の
で
、

原
本
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
い
時
期
の
写
本
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
数

あ
る
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
の
近
世
写
本
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
と
思

わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
に
は
大
正
時
代
以
降
に
製
作

さ
れ
た
複
製
本
が
数
本
あ
り
、
学
界
は
研
究
上
こ
れ
に
大
変
な
恩
恵
を
受
け

て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
原
本
と
複
製
本
の
本
文
に
は
重
大
な
異

同
が
あ
る
こ
と
を
佐
々
木
（
二
〇
二
四
）
が
指
摘
し
て
お
り
、
注
意
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
近
世
写
本
の
成
立
事
情
を
確
認
し
た
う
え
で
、
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』（
以
下
、「
書
陵
部
本
」）
と
複
製
本
を
比
較
し
、
今

後
「
書
陵
部
本
」
の
本
文
を
利
用
す
る
際
に
は
、（
研
究
の
内
容
に
も
よ
る

が
）
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
「
書
陵
部
本
」
の
原
本
画
像
お
よ
び
複
製

本
に
加
え
、
近
世
写
本
を
活
用
す
べ
き
こ
と
を
提
案
す
る
（
１
）。

二
　
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
に
つ
い
て

本
稿
で
は
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
の
近
世
写
本
に
つ
い
て
取
り
扱
う
た

め
、
そ
も
そ
も
原
本
が
い
つ
ご
ろ
誰
の
手
に
あ
り
、
ま
た
近
世
写
本
が
ど
の

よ
う
な
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
と
し
た
い
。

二
・
一
　
原
本
発
見
の
経
緯
と
所
蔵
先
の
移
動

天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
原
本
の
発
見
経
緯
は
、『
新
撰
字
鏡
』
の
近
世
写
本

に
あ
る
跋
文
お
よ
び
、
奥
書
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
原

本
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
鈴
鹿
（
一
九
一
五
）、
大
槻
（
一
九
一
五
・
一

九
一
六
）、
澤
瀉
（
一
九
四
四
）、
川
瀬
（
一
九
五
五
）、
阪
倉
（
一
九
六
七
）

等
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
情
報
の
根
拠
が
従
来
明
示
さ
れ
て
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こ
な
か
っ
た
の
で
、
確
認
し
て
お
き
た
い
（
２
）。

ま
ず
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』

の
書
写
・
流
布
に
関
す
る
情
報
を
持
つ
跋
文
（「
愛
媛
大
学
本
」・
東
京
大
学

文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
黒
川
春
村
書
写
本
（
以
下
、「
黒
川
本
（
３
）」）・

大
東
急
記

念
文
庫
蔵
木
村
正
辞
書
写
本
（
以
下
、「
木
村
本
（
４
）」）

お
よ
び
、
奥
書
（
岡
正

武
書
写
本
（
以
下
、「
岡
本
」）・
伴
信
友
書
写
本
（
以
下
、「
伴
本
」））
を
、
含

ま
れ
て
い
る
情
報
が
古
い
順
に
全
文
引
用
す
る
（
私
に
句
点
を
加
え
、
字
体

を
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
、
割
注
は
［　

］
で
囲
ん
だ
。
行
送
り
・

空
格
は
原
文
そ
の
ま
ま
と
し
た
）。

「
愛
媛
大
学
本
」
跋
文

右
新
撰
字
鏡
中
古
久
湮
晦
矣
。
其
顕
于
近
世
者
誰
不
珍
重
之
而
其
書
僅

一
巻
而
已
。
其
序
曰
昌
泰
年
中
改
張
乃
成
十
二
巻
也
。
由
之
観
之
其
顕

現
者
蓋
抄
出
本
而
非
原
本
也
。
予
蚤
歳
得
天
治
元
年
之
古
写
本
第
二

第
四
之
両
巻
（
５
）。

其
不
為
全
部
也
。
遺
憾
甚
矣
。
爾
後
捜
之
索
之
三
十
餘
年
。

于
茲
至
嘉
永
甲
寅
会
有
摂
人
某
得
之
。
而
非
古
写
本
（
６
）。

同
有
天
治
元
年
書

写
之
跋
言
而
欠
予
所
得
之
両
巻
。
若
夫
第
十
一
之
巻
素
斯
之
無
也
。
当
時

蓋
得
天
治
本
私
所
副
写
者
也
。
其
原
本
及
十
一
之
巻
其
散
佚
不
可
得
而
知

也
。
故
某
就
予
乞
補
其
両
巻
。
予
欣
其
同
志
何
得
不
許
之
。
予
亦
将
以
彼
本

補
予
欠
也
。
交
易
而
写
之
互
以
為
全
本
矣
。
嗟
呼
天
憫
年
来
之
深
志
而

賜
与
者
也
欤
。
非
人
力
也
。
大
幸
哉
。
大
幸
也
。
自
今
以
往
更
得
見
原
本
及
十

一
之
巻
則
死
且
不
朽
矣
。
書
以
為
跋
。

安
政
二
年
乙
卯
十
有
二
月�

中
臣
朝
臣
連
胤

再
書
新
撰
字
鏡
後

乙
卯
年
。
予
以
摂
人
所
得
古
写
本
（
７
）与

予
所
旧
蔵
相
照
。
得
互
補
其
欠
。
深
以
為

幸
。
但
恨
摂
人
所
得
者
非
天
治
本
而
猶
欠
第
十
一
巻
。
以
為
宇
内
已
絶
。
不
可
得

復
見
。
何
意
。
丙
辰
年
摂
人
又
得
其
原
本
者
与
予
所
蔵
者
正
相
同
。
而
併
第
十
一

巻
皆
有
。
於
是
此
書
初
全
得
復
天
治
之
旧
観
。
嗚
呼
亦
奇
矣
。
前
日
之
所
為
幸
。

自
今
而
視
之
則
未
足
以
為
大
幸
。
而
今
日
之
所
為
幸
者
。
則
足
以
為
真
大
幸
。
因
再

書
以
志
喜
。

安
政
四
年
丁
巳
二
月

［
大
意
］

近
世
に
至
っ
て
、
一
巻
の
新
撰
字
鏡
が
出
現
し
た
が
、
序
に
は
十
二
巻
で

構
成
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
の
で
こ
れ
は
原
本
で
は
な
い
。
私
は
若
い
頃
に
天

治
本
の
巻
二
・
四
を
得
た
が
、
全
巻
揃
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
至
っ
て
、
摂
津
の
某
人
が
新
撰
字
鏡
を
得
た
。
こ

れ
は
古
写
本
で
は
な
い
も
の
の
、
天
治
元
年
の
跋
文
を
有
し
、
私
が
所
有
す

る
二
巻
分
を
欠
い
て
い
た
。
ま
た
、
巻
十
一
も
元
か
ら
欠
い
て
い
た
。
当
時

は
も
う
原
本
を
揃
え
ら
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
た
。
摂
津
の
某
氏

は
私
が
所
有
す
る
二
巻
分
の
複
写
を
願
い
出
て
き
た
の
で
、
そ
の
申
し
出
に

喜
ん
で
応
え
た
。私
も
ま
た
、彼
の
本
に
よ
り
欠
け
て
い
る
巻
を
補
っ
た
。互

い
に
欠
巻
を
写
し
あ
い
、
揃
え
ら
れ
る
だ
け
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
変

な
喜
び
で
あ
る
。
さ
ら
に
原
本
を
見
ら
れ
れ
ば
ど
ん
な
に
良
い
だ
ろ
う
か
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
二
月�

中
臣
朝
臣
連
胤

一
昨
年
に
摂
津
の
某
人
の
本
に
よ
り
、
自
分
が
所
持
す
る
新
撰
字
鏡
の
欠
巻

分
を
補
っ
た
。
た
だ
惜
し
い
の
が
、
原
本
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
巻
十

一
が
そ
も
そ
も
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
諦
め
て
い
た
の
だ
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が
、
そ
の
翌
年
に
摂
津
の
某
人
は
な
ん
と
原
本
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
、
し

か
も
そ
れ
に
は
巻
十
一
ま
で
備
わ
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
新
撰
字
鏡

は
全
巻
揃
い
と
な
っ
た
。
な
ん
と
い
う
奇
跡
で
あ
ろ
う
か
。
再
び
誌
す
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
二
月

「
岡
本
（
８
）」

奥
書

（
巻
二
）
文
政
七
年
甲
申
三
月
京
城
護
衛
暇
日
謄
写
大
番
与
力　

岡�
�

花
押�

　
　
　

 

天
保
十
三
年
壬
寅
三
月
以
一
本
校
了�

正
武

　
　
　

 

同
季
八
月
以
伴
信
友
本
再
校
了�

正
武

（
巻
四
）
新
撰
字
鏡
残
欠
第
二
第
四
巻
文
政
八
年
九
月

　
　
　

 

摸
写
功
了�

�

源
伴
信
友
（
９
）�

　
　
　

 

天
保
十
三
年
壬
寅
八
月
十
六
日
以
伴
信
友
本
影
写

�

六
十
九
老
人
蛍
沢
斎
岡　

正
武

「
伴
本（
（1
（

」
奥
書

（
巻
四
）
新
撰
字
鏡
残
欠
第
二
第
四
巻
文
政
八
年
九
月

　
　
　

 

摸
写
功
了�

�

源
伴
信
友（
（1
（

�

「
黒
川
本
」
跋
文

右
天
治
元
年
鈔
本
新
撰
字
鏡
十
二
巻
者
往
年
出
於
大
和
国
斑
鳩

寺
一
切
経
蔵
中
矣
。　

皇
国
無
二
之
奇
書
。
而
希
世
之
典
籍
也
。

但
其
第
二
第
四
二
巻
者
京
師
鈴
鹿
氏
［
筑
前
守
中
臣
連
胤
］
所
蔵
。
故
伴
氏

［
源
信
友
］
伝
摸
之（
（1
（

。
余
亦
嘗
就
伴
氏
本
既
得
摸
之
。
其
他
十
巻
者

摂
津
国
岸
田
忠
兵
衛［
西
成
郡
北
伝
法
村
農
家
云
々
］秘
蔵
。
而
未
流
布
于
人
間
。

然
頃
年
鈴
鹿
氏
百
計
得
伝
摸
之
。
余
復
懇
請
而
借
閲
其

摸
本（
（1
（

。
以
昨
今
両
年
間
。
漸
卒
全
写
之
功
矣
。
実
可
謂
生
前
之

僥
倖
也
。
因
不
勝
抃
躍
之
至
。
記
由
来
于
巻
尾
。
以
諗
後
昆
云
爾
。

安
政
五
年
秋
七
月
下
旬�

藤
原
春
村

［
大
意
］

天
治
元
年
写
本
の
新
撰
字
鏡
十
二
巻
は
、
法
隆
寺
の
経
蔵
か
ら
出
た
も
の

で
、
大
変
貴
重
な
書
で
あ
る
。
巻
二
・
四
は
京
都
の
鈴
鹿
連
胤
氏
が
所
持
し

て
お
り
、こ
れ
を
伴
信
友
氏
が
模
写
し
た
。私
は
伴
氏
の
写
本
で
写
し
た
。そ

の
他
の
十
巻
分
は
摂
津
の
岸
田
忠
兵
衛
が
所
持
し
て
お
り
、
世
間
に
は
流
布

し
て
い
な
い
。
鈴
鹿
氏
は
な
ん
と
か
こ
れ
を
模
写
し
、
私
も
願
い
出
て
鈴
鹿

氏
の
写
本
で
写
し
た（
（1
（

。
こ
こ
二
年
で
よ
う
や
く
本
文
を
全
て
写
し
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
誠
に
喜
ば
し
い
。
由
来
を
こ
こ
に
記
述
す
る
。
以
上
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
七
月
下
旬�

藤
原
春
村

「
木
村
本
」
跋
文

今
世
通
行
新
撰
字
鏡
。
享
和
年
中
丘
岬
俊
平
氏
所
刊
。
其
書

僅
一
巻
。
而
巻
首
有
昌
住
自
序
云
勘
附
改
張
。
乃
成
十
二
巻

也
。
然
則
非
全
帙
。
不
待
弁
而
可
知
也
。
頃
日
京
師
鈴
鹿
連
胤

氏
獲
天
治
元
年
鈔
本
。
以
摸
写
之
。
其
書
十
二
巻
。
与
自
序

吻
合
。
於
是
乎
。
始
得
窺
其
全
豹
矣
。
書
法
廼
逸
婉
美
。
優
有

六
朝
之
遺
風
。
展
閲
之
間
。
不
覚
駭
歎
。
今
也
去
天
治
七
百
有

餘
年
。
豈
無
神
物
擁
獲
至
于
此
耶
。
黒
河
春
村
氏
得
借
覧
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之
（
（1
（

。
而
求
与
予
共
謄
写
。
予
乃
諾
遂
摸
写
第
六
第
十
一
第
十

二
之
三
巻
。
以
贈
諸
春
村
氏
後
又
費
数
月
別
手
摸
全
部
十
二

巻
。
此
本
是
也
。
筆
筆
必
慎
欲（
（1
（

一
点
一
画
欲（
（1
（

毫
無
謬
也
。
唯
憾

未
見
天
治
原
帙
耳
。
後
来
君
子
。
有
得
其
原
本
。
請
加
訂
正
。

安
政
六
年
八
月
戊
戌
朔�

𣠤
齋
木
村
正
辞
識

［
大
意
］

現
在
通
行
し
て
い
る
新
撰
字
鏡
は
、
享
和
年
間
に
丘
岬
俊
平
氏
が
刊
行
し

た
本
で
あ
る
。
そ
の
本
は
一
巻
で
あ
り
、
序
の
十
二
巻
と
は
合
わ
ず
、（
原
本

の
）
全
て
の
内
容
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
近

年
鈴
鹿
連
胤
氏
が
天
治
元
年
の
写
本
十
二
巻
を
模
写
し
た
。
こ
れ
は
序
文
と

合
致
す
る
巻
数
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。本

文
の
書
風
も
美
し
い
も
の
で
あ
る
。
黒
川
春
村
氏
は
こ
れ
を
借
り
受
け
、
私

と
共
に
写
す
こ
と
を
求
め
て
き
た
。
私
は
、
巻
六
・
巻
十
一
・
巻
十
二
の
三

巻
分
を
写
し
て
、
春
村
氏
に
送
っ
た
。
そ
の
後
、
別
に
数
か
月
を
費
や
し
て

十
二
巻
分
の
写
本
を
作
成
し
た
。
こ
の
本（
（1
（

が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。
よ
く
気

を
付
け
て
写
し
た
の
で
誤
り
は
無
い
が
、
原
本
を
見
て
写
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
後
世
の
人
が
原
本
に
よ
り
訂
正
を
加
え
て
く
れ
る
こ
と
を
望
む
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
八
月�

𣠤
齋
木
村
正
辞
識

以
上
、『
新
撰
字
鏡
』
の
近
世
写
本
の
書
写
に
関
す
る
顛
末
が
分
か
る
諸
氏

の
跋
文
を
順
に
記
述
し
た（
（1
（

。
右
の
跋
文
・
奥
書
、
そ
し
て
、
近
代
の
研
究
・

手
記（
（2
（

か
ら
は
、
次
の
よ
う
に
時
系
列
で
整
理
で
き
る
（
享
和
本
等
は
含
ま
な

い
）。

文
政
七
年
以
前
：�

鈴
鹿
連
胤
、
京
都
の
書
肆
よ
り
天
治
本
原
本
巻
二
・
四
を

手
に
入
れ
る（
（2
（

。

文
政
七
年　
　

：�

岡
正
武
、
鈴
鹿
氏
成
約
済
の
た
め
入
手
で
き
ず
、
巻
二
を

書
写
す
る
（
京
都
の
書
肆
に
て
）。

文
政
八
年　
　

：�

伴
信
友
、
平
田
篤
胤
よ
り
写
本
を
借
り
て
巻
二
・
四
を
書

写
す
る
。

天
保
三
年　
　

：
黒
川
春
村
、「
岡
本
」
に
よ
り
巻
二
を
書
写
す
る
。

天
保
十
三
年　

：�

岡
正
武
、
作
成
し
た
巻
二
の
写
本
を
「
伴
本
」
で
校
正
し
、

巻
四
を
同
本
で
書
写
す
る
。
黒
川
春
村
、
巻
二
を「
伴
本
」

で
校
正
し
、
巻
四
を
「
岡
本
」
で
書
写
す
る
。

嘉
永
七
年　
　

：�

岸
田
忠
兵
衛
、
天
治
本
の
非
古
写
本
（
巻
十
一
欠
）
を
手

に
入
れ
る
。

嘉
永
七
年
以
後
：
岸
田
忠
兵
衛
と
鈴
鹿
連
胤
が
互
い
の
欠
巻
を
写
し
あ
う
。

安
政
二
年　
　

：
鈴
鹿
連
胤
、
巻
十
一
を
除
き
「
愛
媛
大
学
本
」
書
写
完
了
。

安
政
三
年　
　

：�

岸
田
忠
兵
衛
、
天
治
本
の
古
写
本
（
原
本
（
巻
二
・
四
以

外
す
べ
て
））
を
手
に
入
れ
る
。

安
政
四
年　
　

：�

鈴
鹿
連
胤
、
安
政
三
年
の
事
跡
を
「
愛
媛
大
学
本
」
の
跋

文
に
追
記
す
る
。
お
そ
ら
く
、
岸
田
氏
か
ら
新
入
手
（
含

巻
十
一
）
の
古
写
本
を
借
り
て
書
写
す
る（
（2
（

。

安
政
五
年　
　

：�

黒
川
春
村
、
巻
二
・
四
以
外
を
鈴
鹿
連
胤
書
写
本（「
愛
媛

大
学
本
」
か
）
で
書
写
し
、
全
巻
の
写
本
を
完
成
さ
せ
る
。

「
黒
川
本
」
書
写
完
了
。

安
政
六
年　
　

：�
木
村
正
辞
、
黒
川
春
村
の
筆
写
事
業
を
手
伝
い
な
が
ら
も
、
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「
愛
媛
大
学
本
」
か
「
黒
川
本
」
に
拠
り
、
全
巻
の
写
本
を

完
成
さ
せ
る
。「
木
村
本
」
書
写
完
了
。

明
治
十
二
年（
（2
（

　

：�
博
物
館
長
町
田
久
成
の
勧
め
に
よ
り
、
井
上
惣
右
衛
門
が
、

岸
田
忠
兵
衛
蒐
集
の
原
本
（
巻
二
・
四
以
外
）
を
博
物
館

に
献
上
す
る（
（2
（

。

明
治
十
三
年　

：�

鈴
鹿
義
鯨
、
鈴
鹿
家
所
蔵
の
原
本
（
巻
二
・
四
）
を
内
務

省
に
献
上
。
の
ち
、
博
物
館
に
納
め
ら
れ
る（
（2
（

。
全
巻
揃
う
。

昭
和
五
年　
　

：
原
本
は
宮
内
省
図
書
寮
所
蔵
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
た
と
き
、『
新
撰
字
鏡
』
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
人
物
が
そ
の

本
を
求
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
他
に
も
『
新
撰
字

鏡
』
を
書
写
し
た
（
さ
せ
た
）
人
物
は
国
学
者
を
は
じ
め
様
々
居
る
の
だ
が（
（2
（

、

大
槻
（
一
九
一
六
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
鈴
鹿
・
黒
川
・
木
村
三
氏
に
関
係

す
る
写
本
が
多
い
と
い
う
の
が
現
存
す
る
写
本
群
の
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、

筆
者
が
見
た
範
囲
で
は
、
巻
二
・
四
に
限
ら
れ
る
も
の
の
岡
・
伴
両
氏
の
写

本
か
ら
出
た
も
の
も
ま
た
往
々
に
し
て
目
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
あ
た
り
が
、
現
在
様
々
な
と
こ
ろ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
書
陵
部
本
」
の

近
世
写
本
の
出
ど
こ
ろ
と
判
断
し
て
よ
い
と
考
え
る
。
長
々
と
右
五
氏
を
中

心
と
し
て
『
新
撰
字
鏡
』
の
来
歴
を
確
認
し
て
き
た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
確

認
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る（
（2
（

。

先
の
跋
文
に
よ
れ
ば
十
二
巻
揃
っ
て
い
る
も
の
の
、「
黒
川
本
」・「
木
村

本
」
は
原
本
に
よ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
近
世

写
本
と
い
っ
て
も
、
写
本
の
写
本
と
い
う
よ
う
に
原
本
か
ら
距
離
の
あ
る
本

が
含
ま
れ
て
い
る
（
こ
こ
に
い
う
原
本
と
は
天
治
元
年
写
本
の
こ
と
で
、
こ

れ
も
ま
た
祖
本
の
写
本
で
は
あ
る
が
）。
当
然
、写
し
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ

ど
誤
写
・
改
編
は
増
え
て
い
く
の
で
、
原
態
を
知
り
た
い
立
場
か
ら
は
、
本

文
へ
の
信
頼
性
は
低
下
し
て
い
く
。

以
上
、
近
世
写
本
が
書
写
さ
れ
て
い
く
経
緯
を
踏
ま
え
た
結
論
と
し
て
、

現
存
す
る
近
世
写
本
の
中
で
信
頼
で
き
る
本
と
し
て
ま
ず
見
る
べ
き
近
世
写

本
は
、「
愛
媛
大
学
本
」
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
完
本
で
は
な
い

の
で
、
足
り
な
い
他
の
巻
は
「
愛
媛
大
学
本
」
で
書
写
し
た
と
さ
れ
る
「
黒

川
本
」
が
次
に
来
る
。「
木
村
本
」
は
「
黒
川
本
」
の
写
し
で
あ
る
可
能
性
が

否
定
で
き
ず
、
現
状
で
は「
黒
川
本
」よ
り
も
信
頼
度
が
落
ち
る
う
え
に
、
大

槻
（
一
九
一
六
）
に
て
、
す
で
に
誤
写
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
も
い
る（
（2
（

。

二
・
二
　
複
製
本

「
書
陵
部
本
」
の
複
製
本
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
（
二
〇
二
四
）
に
諸
本
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
そ
れ
を
引
用
す
る
形
で
紹
介
し
た
い
。
複

製
本
は
、
以
下
の
五
種
の
も
の
が
あ
る（
（2
（

。

①
『
新
撰
字
鏡　

天
治
本
』
一
九
一
六
、
六
合
館（
（3
（

②
『
新
撰
字
鏡　

天
治
本
』
一
九
三
三
、
西
東
書
房（
（3
（

③
『
新
撰
字
鏡
』
一
九
四
四
、
全
国
書
房
（
古
典
索
引
叢
刊
３
（
（3
（

）

④
『
天
治
本　

新
撰
字
鏡
（
増
訂
版
）』
一
九
六
七
、
臨
川
書
店（
（3
（

⑤
『
新
撰
字
鏡
』
一
九
九
三
、
団
結
出
版
社
（
中
国
：
北
京（
（3
（

）

②
以
下
の
影
印
本
は
①
を
底
本
に
し
た
複
製
本
で
あ
る
こ
と
を
佐
々
木
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（
二
〇
二
四
）が
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
⑤
を
除
く
各
複
製
本
の
凡

例
そ
の
他
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
④
の
凡
例
に
は
①
の
複
製
に
際
し

て
一
字
を
除
い
て
何
ら
手
を
入
れ
て
い
な
い
と
あ
る
。

三
　
原
本
画
像
と
複
製
本
の
異
同

「
書
陵
部
本
」
の
原
本
画
像
と
現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
複
製
本
と
の
比
較

は
佐
々
木
（
二
〇
二
四
）
が
行
っ
て
お
り
、
異
同
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
（
氏
が
挙
げ
た
注
の
種
類
は
、
補
入
符
・
転
倒
符
・
見
消
符
・
和
訓
・

仮
名
音
注
・
声
点
・
返
点
・
待
点
と
多
彩
で
あ
る
）。
影
印
刊
行
の
際
に
本

文
を
修
正
し
た
こ
と
は
、
大
槻
（
一
九
一
六
）
が
「
木
村
本
」
お
よ
び
東
京

帝
室
博
物
館
蔵
雙
鈎
本
に
基
づ
き
行
っ
た
と
複
製
本
の
跋
に
書
い
て
い
る）
11
（

。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
本
は
す
で
に
虫
損
が
激
し
く
判
読
に
困
難
な
箇
所
が
あ

る
た
め
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
原
本
画
像
と
複
製
本
の

異
同
に
つ
い
て
、
筆
者
が
気
づ
い
た
範
囲
で
佐
々
木
氏
と
は
で
き
る
だ
け
別

の
例
を
若
干
挙
げ
て
確
認
し
た
い
（
佐
々
木
氏
の
論
考
に
は
豊
富
な
図
版
で

の
例
示
が
あ
る
の
で
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。
所
在
は
複
製
本
頁
に
よ
る
。

右
乃
至
上
、
原
本
画
像
。
左
乃
至
下
、
複
製
本
。
以
下
同
じ）
11
（

）。

︻
図
１
︼
補
筆
の
際
の
脱
落
（
三
十
四
頁
一
行
目
）

図
１
は
原
本
で
の
反
切
は
「
呼
各
反
」
だ
が
、
複
製
本
で
「
呼
外
反
」
と

な
っ
て
お
り
、
反
切
用
字
が
異
な
っ
て
い
る
。

︻
図
２
︼
踊
り
字
の
脱
落
（
三
十
五
頁
三
行
目
）

図
２
は
原
本
の
和
訓
は
「
牟
々
」
だ
が
、
複
製
本
で
「
牟
」
と
な
っ
て
お

り
、
踊
り
字
が
落
ち
て
い
る
。
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︻
図
３
︼
補
入
注
の
判
読
（
四
十
一
頁
一
行
目
）

図
３
は
、
補
入
注
と
し
て
原
本
で
は
「
古
聊
反
平
」
と
読
め
る
。
複
製
本

で
は
判
読
は
難
し
い
。
ま
た
、「
⿰
月
＋
皐
」
の
上
に
あ
る
補
入
記
号
が
脱
落

し
て
い
る
。

︻
図
４
︼
ノ
ド
に
隠
れ
た
見
出
し
字
（
一
四
一
頁
一
行
目
）

図
４
は
、「
⿰
足
＋
危
」
右
下
の
ノ
ド
の
部
分
に
「
⿰
足
＋
圭
」
の
下
に
入

る
と
思
わ
れ
る
足
偏
の
見
出
し
字
が
若
干
見
え
る
が
複
製
本
で
は
消
え
て
い

る
。
ま
た
、「
⿰
足
＋
圭
」
下
の
補
入
記
号
も
消
え
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
、
数
回
の
原
本
調
査
に
よ
っ
て
、
筆
者
も
様
々
な
異
同
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
以
外
に
も
お
そ
ら
く
筆
者
が
見
逃
し
た
修
正

箇
所
は
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る）
11
（

。
そ
れ
で
は
、
複
製
本
を
参
照
す
る
価
値
は

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
佐
々
木
（
二
〇
二

四
：
二
十
五
）
で
は
、
複
製
本
で
は
見
え
な
い
字
が
原
本
画
像
で
確
認
で
き

る
例
だ
け
で
な
く
、
逆
に
原
本
画
像
で
は
確
認
で
き
な
い
字
が
複
製
本
で
確

認
で
き
る
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
こ
ち
ら
の
例
も
氏
の
論
考
に
図
版
で
の

例
示
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
つ
い
て
佐
々
木
氏
は
、
複
製
の
際
の
補
筆
と

さ
れ
て
い
る
）。
こ
ち
ら
の
例
も
挙
げ
て
み
た
い
。

︻
図
５
︼
原
本
画
像
で
確
認
で
き
ず
、
複
製
本
で
確
認
で
き
る
本
文
の
例（
二

〇
二
頁
八
行
目
）

右
の
例
は
原
本
・
原
本
画
像
で
見
出
し
字
と
注
文
の
一
部
が
う
し
な
わ
れ

て
い
る
が
、
複
製
本
で
は
明
瞭
に
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
原
本
に
は
存
在
し

な
い
が
、
複
製
の
際
に
加
筆
し
、
分
か
り
や
す
く
し
よ
う
と
し
た
よ
う
な
例

も
あ
る
。
次
の
例
は
補
入
記
号
を
書
き
足
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る）
11
（

。
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︻
図
６
︼
複
製
の
際
の
独
自
の
補
筆
例
（
六
十
頁
二
行
目
）

な
お
、
原
本
に
お
け
る
虫
損
の
進
行
の
場
合
を
考
え
て
も
良
い
例
も
あ
る
。

例
え
ば
、
次
の
例
。

︻
図
７
︼
原
本
画
像
で
虫
損
の
例
（
一
四
〇
頁
八
行
目
）

こ
の
例
は
、
原
本
画
像
で
「
上
正
□
」
と
読
め
る
が
一
部
虫
損
で
読
め
な

い
も
の
で
、
原
本
で
も
注
文
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
確
認
で
き
な
い
（
享
和

本
・
群
書
類
従
本
と
も
に
該
当
箇
所
の
立
項
無
し
）。
し
か
し
、複
製
本
で
は

「
上
正
作
」と
明
瞭
に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
を
補
筆
と
見
る
か
原
本
に
お
け
る

複
製
本
製
作
後
の
虫
損
の
進
行
と
見
る
か
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
複
製
本
に
よ
っ
て
の
み
確
認
で
き
る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

複
製
本
は
今
後
も
本
文
判
読
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
価

値
は
減
じ
な
い
。
し
か
し
、
複
製
本
に
は
独
自
の
修
正
箇
所
が
特
に
虫
損
の

激
し
い
箇
所
を
中
心
に
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、
複
製
本
に
よ
っ

て
の
み
確
認
で
き
る
本
文
が
ど
こ
ま
で
原
本
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
の
か
、

い
さ
さ
か
不
安
な
要
素
も
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
原
本
画
像
で
の

み
判
読
で
き
る
例
、
複
製
本
で
の
み
判
読
で
き
る
例
が
存
在
す
る
以
上
、
ど

ち
ら
か
一
方
だ
け
を
見
て
お
け
ば
よ
い
わ
け
で
も
な
い
（
互
い
に
ま
っ
た
く

見
え
な
く
な
っ
て
い
る
本
文
も
あ
る
）。
そ
こ
で
活
用
し
た
い
の
が
近
世
写

本
で
あ
る
。
近
世
写
本
は
『
新
撰
字
鏡
』
だ
け
で
な
く
、
ど
の
古
辞
書
も
い

ま
だ
本
文
研
究
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
ど
れ
ほ
ど
の
信
頼
を
お
け
る
も
の
か
評

価
は
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、
本
の
状
態
が
良
く
本
文
を
明
瞭
に
判
読
で
き
る

も
の
が
多
い
の
で
、
参
照
す
る
価
値
が
あ
る
。
原
本
画
像
と
複
製
本
で
相
違

が
あ
る
箇
所
や
、
双
方
が
不
明
瞭
な
箇
所
に
つ
い
て
、
近
世
写
本
で
確
認
す

れ
ば
、本
文
を
ど
の
よ
う
に
判
読
す
べ
き
か
参
考
に
な
る
。
そ
の
際
に
は
、数

あ
る
近
世
写
本
の
中
で
も
信
頼
の
お
け
る
本
を
使
い
た
い）
11
（

。

四
　
お
わ
り
に

天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
は
語
彙
・
音
韻
・
表
記
等
様
々
な
分
野
の
研
究
に

用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
に
原
本
の
画
像
が
見
ら
れ
る

今
と
な
っ
て
は
、
ま
ず
そ
の
画
像
を
利
用
し
、
虫
損
な
ど
で
見
づ
ら
い
箇
所

を
複
製
本
お
よ
び
近
世
写
本
で
確
認
す
る
と
い
う
手
順
が
望
ま
し
い
（
原
本

画
像
で
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
実
際
に
は
本
文
が
存
在
す
る
場
合

も
あ
る
の
で
、
画
像
が
明
瞭
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
を
見
て
済
ま
せ

る
の
は
こ
れ
ま
た
危
険
で
あ
る
）。
既
に
紙
幅
が
尽
き
た
の
で
、近
世
写
本
を
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用
い
た
具
体
的
な
検
討
は
全
て
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（１
）　

大
槻
（
二
〇
二
〇
・
二
〇
二
一
）
で
も
近
世
写
本
が
本
文
判
読
の
参
考
に
な

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
古
辞
書
の
近
世
写
本
の
役
割
は
、
本
文
の
判

読
補
助
以
外
に
も
活
用
方
法
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、近
世
写
本
だ
け
に
伝
え
ら

れ
た
本
文
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
し
、近
世
写
本
の
旧
蔵
者
や
残
存
量
を
調
べ

る
こ
と
で
、当
時
の
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
な
ど
を
あ
る
程
度
知
る
こ

と
も
で
き
る
。「
書
陵
部
本
」
は
モ
ノ
ク
ロ
、「
愛
媛
大
学
本
」
は
カ
ラ
ー
で
国

書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
全
文
閲
覧
可
能
。

（
２
）　

天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
用
語
辞
典
や
概
説
書
で

意
外
に
説
明
が
な
い
（
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
）。
な
お
、
享
和
本

の
発
見
経
緯
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
（
一
九
五
五
）、
阪
倉
（
一
九
六
七
）
等
に

解
説
が
あ
る
。

（
３
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、黒
川
春
村
模
写
本
と
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、「
黒
川
本
」
を
明
治
期
に
写
し
た
も
の
だ
が
（
直
接
の
写
し

か
不
明
）、
巻
８
以
降
を
欠
い
て
い
る
う
え
に
、
奥
書
も
不
完
全
に
し
か
写
せ

て
お
ら
ず
、原
態
を
よ
く
伝
え
て
い
な
い
。
静
嘉
堂
文
庫
の
三
本
も
色
川
三
中
、

田
中
頼
庸
、
松
井
簡
治
ら
に
よ
る
「
黒
川
本
」
の
近
世
・
近
代
写
本
、
校
合
本

で
あ
る
。

（
４
）　

木
村
正
辞
の
跋
文
が
付
さ
れ
た
写
本
が
大
東
急
記
念
文
庫
に
あ
る
こ
と
は
、

佐
々
木
（
二
〇
二
四
）
で
知
り
得
た
。

（
５
）　

鈴
鹿
連
胤
が
第
二
・
第
四
の
二
巻
分
を
手
に
し
た
の
は
、
文
政
七
年（
一
八

二
四
）
以
前
と
思
わ
れ
る
。「
岡
本
」・「
伴
本
」
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の

写
本
は
文
政
七
年
・
同
八
年
に
書
写
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
６
）　

摂
人
が
嘉
永
年
間
に
手
に
し
た
の
は
天
治
元
年
の
跋
文
を
有
す
る「
非
古
写

本
」
で
あ
る
と
す
る
（
摂
人
が
古
写
本
、
つ
ま
り
原
本
を
手
に
す
る
の
は
連
胤

の
跋
に
よ
れ
ば
、
安
政
三
年
の
こ
と
）。
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
嘉
永
の
頃

に
天
治
本
の
巻
二
・
四
を
除
く
、鈴
鹿
連
胤
氏
が
知
ら
な
い
天
治
本
の
写
本
が

出
回
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
以
上
に
情
報
が
無
い
が
、こ
の
こ
と
に
つ

い
て
従
来
言
及
が
な
か
っ
た
の
で
念
の
た
め
言
及
し
て
お
く
。

（
７
）　

摂
人
が
得
た
の
は
「
非
古
写
本
」
の
は
ず
な
の
で
（
安
政
二
年
跋
文
五
行

目
）、
齟
齬
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
８
）　

広
島
大
学
図
書
館
本
に
よ
る
。
川
越
市
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る『
新
撰

字
鏡
』
は
国
学
者
、
山
田
衛
居
に
よ
る
「
岡
本
」
系
統
の
明
治
写
本
で
あ
る
。

（
９
）　

朱
筆
。
伴
氏
印
の
手
写
。

（
10
）　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
に
よ
る
。

（
11
）　

朱
印
。

（
12
）　

梅
谷
（
一
九
九
三
）
が
、
平
田
篤
胤
の
『
古
史
本
辞
経
』（
巻
四
、
四
十
六

丁
ウ
）
に
、
篤
胤
が
信
友
に
『
新
撰
字
鏡
』
を
貸
し
た
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
す
れ
ば
、「
黒
川
本
」
の
跋
に
あ

る
「
故
伴
氏
伝
摸
之
」
と
い
う
の
は
、
間
接
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。

（
13
）　

鈴
鹿
氏
が
岸
田
氏
か
ら
借
り
て
写
し
た
と
春
村
が
述
べ
て
い
る
の
で
、鈴
鹿

氏
の
手
元
に
は
一
旦
は
全
巻
揃
い
の
写
本
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
鈴
鹿（
一

九
一
五
：
一
四
三
）
も
、
複
本
一
部
が
存
在
し
た
と
述
べ
て
い
る
。「
愛
媛
大

学
本
」は
こ
の
複
本
の
一
部
が
残
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
し
、
岸
田
氏
か
ら
借
り
た
の
は
、
古
写
本
な
の
か
非
古
写
本
な
の
か

明
確
で
な
い
。

（
14
）　

鈴
鹿
（
一
九
一
五
）
は
、『
新
撰
字
鏡
』
が
江
戸
に
広
ま
っ
た
の
は
「
翁
が

春
村
翁
に
提
供
し
た
に
初
ま
る
」と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
全
十
二
巻
揃
い
の
本

が
江
戸
に
広
ま
っ
た
の
は
と
い
う
よ
う
に
読
み
替
え
た
い
。
と
い
う
の
も
、確

か
に
春
村
の
跋
文
だ
け
を
見
れ
ば
、十
二
巻
分
を
春
村
が
連
胤
よ
り
借
り
て
写

し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、「
黒
川
本
」
の
各
写
本
巻
末
に
あ
る
奥
書
を
見
れ
ば

少
し
事
情
は
入
り
組
ん
で
い
る
。
巻
二
・
四
に
つ
い
て
は
、文
政
年
間
以
後
に

江
戸
の
岡
氏
や
伴
氏
が
書
写
・
校
正
を
し
て
お
り
、春
村
が
十
二
巻
の
写
本
を
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完
成
さ
せ
る
安
政
年
間
以
前
に
既
に
江
戸
に
写
本
が
到
達
し
て
い
る（
こ
の
二

巻
分
は
岡
氏
と
伴
氏
の
写
本
で
春
村
は
書
写
・
校
合
し
て
い
る
）。
ま
た
、
後

述
の
木
村
氏
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、「
黒
川
本
」
の
巻
六
・
十
一
・
十
二
は
木
村

氏
の
手
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
木
村
氏
は
連
胤
書
写
本
に

よ
っ
て
写
し
た
の
で
、
実
質
は
連
胤
書
写
本
に
よ
っ
た
こ
と
に
は
な
る
が
）。

江
戸
に
広
ま
る
と
言
う
の
が
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
指
す
の
か
明
確
で
な
い
が
、

春
村
が
は
じ
め
て
十
二
巻
を
揃
い
の
写
本
を
江
戸
の
国
学
者
に
紹
介
・
貸
し

出
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
京
都
に
お
い
て
『
新
撰
字

鏡
』十
二
巻
が
揃
い
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
谷
森
善
臣
に
よ
る
も

の
ら
し
い
。
赤
堀
（
一
九
三
〇
：
二
一
九
）
は
、
谷
森
が
若
い
頃
大
阪
に
あ
る

の
を
写
し
て
持
ち
帰
っ
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、こ
れ
は
裏
付
け
が
必
要
で

あ
る
。

（
15
）　
「
黒
川
本
」
の
跋
文
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
に
言
う
「
借
覧
」
は
十
二
巻
全

部
を
借
り
た
の
で
は
な
く
、
巻
二
・
四
以
外
の
十
巻
分
か
。

（
16
）　
「
欲
」
字
、
朱
筆
で
補
入
。

（
17
）　
「
欲
」
字
、
朱
筆
で
ミ
セ
ケ
チ
。

（
18
）　
「
木
村
本
」
を
指
す
。
た
だ
し
、
木
村
氏
は
「
愛
媛
大
学
本
」
に
拠
っ
た
の

か
、「
黒
川
本
」
に
拠
っ
た
の
か
不
明
。

（
19
）　
「
木
村
本
」
に
は
、
鈴
鹿
氏
・
黒
川
氏
の
跋
文
が
あ
る
。
な
お
、
各
跋
文
は

本
稿
の
筆
者
が
原
本
と
対
照
済
み
で
あ
る
。

（
20
）　

木
村
（
一
八
九
八
）、
鹿
田
（
一
九
〇
四
）、
梅
谷
（
一
九
九
三
）
お
よ
び
、
本

稿
注
25
も
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
狩
谷
棭
斎
が
文
政
十
年
頃
に
上
方
で
『
新
撰
字

鏡
』を
書
写
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、
梅
谷（
同
）で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今

直
接
関
わ
ら
な
い
の
で
年
表
に
入
れ
て
い
な
い
（
梅
谷
氏
は
、
棭
斎
が
平
田
篤

胤
に
写
本
を
貸
し
て
、
さ
ら
に
信
友
が
そ
れ
を
書
写
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
本
稿
注
12
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
）。
梅
谷
氏
は
棭
斎
が
写
し
た
の
は

連
胤
が
所
持
し
て
い
た
天
治
本
の
巻
二
・
四
の
み
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
な
お
、

狩
谷
棭
斎
本
で
校
合
し
た
と
い
う
写
本
が
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）　

岡
正
武
が
文
政
七
年
に
天
治
本
巻
二
を
書
写
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
す
れ

ば
、
連
胤
が
巻
二
を
手
に
し
た
の
は
、
そ
れ
以
前
と
な
る
（
本
稿
注
（
５
））。

川
瀬
（
一
九
五
五
）
に
よ
れ
ば
、
春
村
か
ら
連
胤
宛
の
書
状
に
岡
正
武
が
京
都

の
書
肆
で
天
治
本
を
購
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
連
胤
に
先
を
越
さ
れ
た
た
め
、

筆
写
し
て
帰
っ
た
と
の
こ
と
（
書
状
は
筆
者
未
見
）。
ま
た
、
梅
谷
（
一
九
九

三
）
が
村
田
春
門
の
日
記
『
楽
前
日
記
』（
文
政
七
年
四
月
二
十
七
日
条
）
に

『
新
撰
字
鏡
』
が
法
隆
寺
か
ら
流
出
し
た
旨
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
後
藤
（
一
九
四
一
ｂ
）
に
は
、
後
藤
奈
牙
遠
（
文
化
八
年
生
、
臼
杵
藩

士
）
が
法
隆
寺
に
あ
る
『
新
撰
字
鏡
』
を
買
い
取
ろ
う
と
し
た
が
、
断
ら
れ
た

の
で
現
地
に
弟
子
と
共
に
赴
き
、写
本
を
作
成
し
た
と
い
う
逸
話
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
る
か
時
期
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、文

政
年
間
頃
に
『
新
撰
字
鏡
』
が
法
隆
寺
か
ら
流
出
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

噂
が
当
時
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。後
藤
奈
牙
遠
の
伝
に
つ
い
て
は
後
藤

（
一
九
四
一
ａ
）
の
ほ
か
、『
辞
書
の
運
命
―
国
学
者
後
藤
奈
牙
遠
の
業
績
』
が

あ
る
。

（
22
）　

連
胤
が
岸
田
氏
か
ら
古
写
本
を
借
り
て
書
写
し
た
と
推
定
す
る
の
は
、こ
の

あ
と
、春
村
が
連
胤
の
本
を
借
り
て
十
二
巻
分
の
写
本
を
作
成
す
る
か
ら
で
あ

る
。
岸
田
氏
か
ら
古
写
本
を
借
り
て
い
な
け
れ
ば
、
巻
十
一
が
揃
わ
な
い（
非

古
写
本
は
巻
十
一
欠
）。
春
村
が
巻
十
一
の
写
本
も
作
れ
て
い
る
の
は
、
連
胤

写
本
の
段
階
で
巻
十
一
が
揃
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
気
に
な
る
の

は
、「
愛
媛
大
学
本
」
は
、
連
胤
が
巻
二
・
四
以
外
を
、
岸
田
氏
が
最
初
に
手

に
入
れ
た
非
古
写
本
の
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
で
写
し
た
本
な
の
か
、
同
氏
が

二
度
目
に
手
に
入
れ
た
古
写
本
系
の
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
を
写
し
た
本
な
の

か
、あ
る
い
は
巻
に
よ
っ
て
非
古
写
本
で
写
し
た
も
の
と
古
写
本
で
写
し
た
も

の
と
が
混
ざ
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
別
稿
で
検
討
し
た
い
。

（
23
）　

鹿
田
（
一
九
〇
四
）
で
は
明
治
十
二
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
槻
（
一
九
一

五
・
一
九
一
六
）、
澤
瀉
（
一
九
四
四
）、
阪
倉
（
一
九
六
七
）
で
は
明
治
十
三

年
と
な
っ
て
お
り
、
一
年
の
ず
れ
が
あ
る
。
仮
に
十
二
年
と
し
て
お
く
。
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（
24
）　

町
田
氏
は
『
新
撰
字
鏡
』
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
ら
し
く
、
ど
の
本
を
用
い

た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
何
度
も
写
本
を
作
り
直
さ
せ
、
書
家
の
小
平
狭
山
に

作
ら
せ
た
『
新
撰
字
鏡
』
を
採
用
し
、
そ
の
本
を
博
物
館
に
納
め
た
と
の
こ
と

（
黒
川
（
一
九
一
三
））。
な
お
、
岸
田
忠
兵
衛
と
井
上
惣
右
衛
門
の
関
係
は
不

明
。
鈴
鹿
（
一
九
一
五
：
一
四
四
）
に
翻
字
さ
れ
て
い
る
連
胤
か
ら
春
村
へ
の

書
信
の
書
案
の
中
に
、
岸
田
忠
兵
衛
を
指
す
と
思
わ
れ
る
者
と
し
て「
岸
田
屋

惣
兵
衛
（
実
名
不
知
）」
の
名
が
見
え
る
。
岸
田
屋
が
屋
号
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

苗
字
は
別
で
井
上
で
あ
り
明
治
以
降
に
そ
ち
ら
を
名
乗
り
、名
の
方
は
何
ら
か

の
事
情
で
改
名
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ほ
か
に
、こ
の
岸
田
な
る
人
物
が
井
上

姓
で
あ
っ
た
可
能
性
を
高
め
る
資
料
と
し
て
、
梅
谷
（
一
九
九
三
）
が
挙
げ
る
、

『
慊
堂
日
暦
』
文
政
十
二
年
九
月
朔
日
条
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、

「
井
上
主
税
。
ト
者
居
。
醍
醐
家
臣
。
其
所
知
。
近
買
法
隆
寺
所
蔵
新
撰
字
鏡

廿
八
巻
。
云
闕
二
巻
。
二
巻
京
都
某
家
蔵
之
。（
以
下
略
）」
と
あ
る
も
の
が
参

考
に
な
る
（
文
中
の
廿
八
巻
は
誤
記
で
あ
ろ
う
。
平
凡
社
『
東
洋
文
庫
』
に
て

訓
読
文
あ
り
）。
主
税
と
い
う
の
は
官
名
で
あ
ろ
う
か
ら
、
井
上
姓
を
持
つ
某

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、岸
田
忠
兵
衛
と
井
上
惣
右

衛
門
は
や
は
り
同
一
人
物
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。井
上
氏
の
献
上
の
件
は
鹿

田
（
一
九
〇
四
）
に
よ
る
（
鈴
鹿
氏
の
献
上
の
件
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
）。

（
25
）　

鈴
鹿
氏
の
献
上
に
つ
い
て
は
、こ
の
時
の
賞
状
が
愛
媛
大
学
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
）。
ま
た
、『
読
売
新
聞
』（
明

治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
十
二
月
二
十
八
日
（
火
）
全
国
版
朝
刊
に
も
記
事
が

あ
り
、
そ
こ
で
も
内
務
省
へ
献
上
と
さ
れ
て
い
る（
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
静

岡
県
立
中
央
図
書
館
調
査
課
よ
り
御
教
示
）。
木
村
（
一
八
九
八
）
で
は
、
鈴

鹿
・
岸
田
両
氏
と
も
宮
内
省
に
献
上
し
た
と
す
る
。献
上
し
た
と
さ
れ
る
先
に

つ
い
て
、
諸
先
行
研
究
は
記
述
が
様
々
で
、
大
槻
（
一
九
一
五
・
一
九
一
六
）、

澤
瀉
（
一
九
四
四
）、
川
瀬
（
一
九
五
五
）、
阪
倉
（
一
九
六
七
）、
神
楽
岡
・

小
助
川
・
田
中
・
福
田
（
二
〇
一
九
）
は
井
上
・
鈴
鹿
両
氏
と
も
帝
室
博
物
館

へ
献
上
と
す
る
。
東
京
国
立
博
物
館
の
「
書
陵
部
本
」
受
け
入
れ
に
関
す
る
書

類
お
よ
び
図
書
寮
へ
の
移
管
に
関
す
る
書
類
は
非
公
開
の
た
め
閲
覧
不
可
で

あ
る
が
、
移
管
は
昭
和
五
年
で
あ
る
と
の
返
答
が
あ
っ
た（
二
五
年
九
月
二
五

日
、
東
京
国
立
博
物
館
総
務
課
よ
り
返
答
）。
宮
内
庁
書
陵
部
内
用
目
録
お
よ

び
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
貴
重
図
書
録　

大
正
十
三
年
～
昭
和
五

年
」（
識
別
番
号
二
六
八
二
）
の
「
第
二
号　

御
物
景
祐
天
竺
字
源
外
七
十
一

点
帝
室
博
物
館
ヨ
リ
引
継
ノ
件
」
に
も
昭
和
五
年
移
管
と
記
録
が
あ
る
（
書
陵

部
内
用
目
録
の
情
報
は
二
五
年
九
月
九
日
、書
陵
部
図
書
課
よ
り
返
答
。
公
文

書
の
情
報
は
、
二
五
年
九
月
十
日
、
宮
内
公
文
書
館
よ
り
返
答
）。

（
26
）　

書
写
者
の
中
に
は
戯
作
者
も
い
た
（
石
川
（
一
九
八
二
：
二
七
））。

（
27
）　

鈴
鹿
（
一
九
一
五
）、
川
瀬
（
一
九
五
五
）、
梅
谷
（
一
九
九
三
）
に
よ
れ
ば
、

『
新
撰
字
鏡
』
を
め
ぐ
る
国
学
者
た
ち
の
書
状
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

そ
れ
を
見
れ
ば
さ
ら
に
詳
し
く
整
理
が
つ
く
と
思
わ
れ
る
。今
後
の
課
題
と
し

た
い
。
大
和
文
華
館
に
は
、天
治
本
と
享
和
本
の
中
間
形
態
の
よ
う
な
本
文
を

持
つ
本
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
本
も
今
後
検
討
の
必
要
が
あ
る（
こ
の
本
は
大

槻
（
二
〇
二
〇
）
で
知
り
得
た
。
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
能
（
書
誌

ID

：100113469

））。

（
28
）　

近
世
写
本
に
写
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
（
写
し
落
と
し
な
の
か
、

意
図
的
な
無
視
な
の
か
不
明
）
は
、
佐
々
木
（
二
〇
二
四
）
で
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

（
29
）　

貞
苅
（
一
九
八
九
）
に
も
複
製
本
の
紹
介
が
あ
る
。
氏
の
論
文
執
筆
時
に
お

い
て
は
原
本
閲
覧
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、雄
松
堂
書

店
か
ら
一
九
七
六
年
に
出
版
さ
れ
た
本
も
あ
る
が
、こ
れ
は
大
東
急
記
念
文
庫

本
を
複
製
し
た
も
の
な
の
で
（
天
治
本
と
は
本
文
が
異
な
っ
て
い
る
）、
こ
の

リ
ス
ト
に
は
入
ら
な
い
。
ま
た
、④
の
は
し
が
き
に
上
海
版
が
あ
る
と
い
う
が
、

筆
者
は
未
見
。
鈴
木
裕
也
氏
は
、上
海
図
書
館
蔵
本
に
あ
る
昌
住
序
文
の
前
に

楊
守
敬
の
手
に
な
る
一
文
が
あ
り
、
ま
た
、『
日
本
訪
書
志
』（
巻
二
）
に
新
撰

字
鏡
の
概
要
の
記
述
、『
留
真
譜
』（
巻
三
）
に
は
そ
の
書
影
（
一
部
）
が
掲
載
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さ
れ
て
い
る
の
で
、楊
守
敬
筆
写
本
が
大
陸
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
が
確
実
な
こ

と
か
ら
、
彼
の
筆
者
本
が
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た

（
直
話
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
す
る
。

（
30
）　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
全
文
閲
覧
可
能
。

（
31
）　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
全
文
閲
覧
可
能
。奥
付
に

は
改
版
と
あ
る
。六
合
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
再
度
複
製
し
た
も
の
に
見

え
る
が
、
手
を
入
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
32
）　
『
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
』（
一
九
五
八
、京
都
大
學
文
學
部
國
語
學
國
文
學
研

究
室
内
國
文
學
會
（
古
典
索
引
叢
刊
４
））
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

（
33
）　
『
新
撰
字
鏡
国
語
索
引
：
天
治
本
享
和
本
』（
一
九
七
五
、
臨
川
書
店
）
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

（
34
）　

⑤
の
本
文
を
確
認
す
る
と
、
佐
々
木
（
二
〇
二
四
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
影

印
が
や
や
不
鮮
明
で
あ
り
、こ
れ
に
わ
ざ
わ
ざ
拠
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
本
の

刊
行
当
時
は
、
中
国
の
出
版
元
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
中
国
・
台

湾
の
研
究
者
が
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
の
本
文
を
閲
覧
し
や
す
く
な
る
と
い
う

一
定
の
役
割
が
お
そ
ら
く
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
年
は
海
外
で
も『
新

撰
字
鏡
』の
研
究
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
現
代
に
お
い
て
は
日
中
・
日

台
間
で
の
本
の
購
入
は
容
易
な
の
で
、⑤
の
複
製
本
と
し
て
の
役
割
は
す
で
に

終
わ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
⑤
の
説
明
に
は
「《
新
撰
字
鏡
》

十
二
巻
、
日
本
安
政
年
間
連
胤
輯
。
此
鈔
本
出
于
大
和
国
斑
鳩
寺
一
切
経
中
、

案
其
序
曰
、
為
昌
泰
年
中
改
張
乃
成
十
二
巻
而
成
、
十
分
珍
貴
。《
字
鏡
》
一

書
属
小
学
著
作
、
例
仿
《
玉
篇
》
等
書
、
稍
有
増
広
。
本
書
據
法
隆
寺
一
切
経

影
印
。」
と
あ
る
。

（
35
）　

こ
の
雙
鈎
本
は
、
佐
々
木
（
二
〇
二
四
）
に
て
佐
々
木
氏
が
東
京
国
立
博
物

館
に
問
い
合
わ
せ
、
館
か
ら
「
小
平
狭
山
模
写
本
」
と
思
わ
れ
る
旨
の
回
答
を

得
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、雙
鈎
本
は
町
田
久
成
が
書
写
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
（
本
稿
注
24
を
併
せ
て
参
照
）。

（
36
）　

複
製
本
の
頁
の
下
端
に
漢
数
字
で
丁
数
が
書
か
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
原
本

に
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、当
初
は
原
本
と
複
製
本
と
の
間
の
異
同
全
例
を
挙

げ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
そ
れ
は
別
稿
で
論
じ
る
。

（
37
）　

虫
損
か
書
入
れ
か
の
判
定
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
の
で
、原
本
の
カ

ラ
ー
複
製
本
の
刊
行
が
望
ま
れ
る
。

（
38
）　

複
製
本
で
明
瞭
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、原
本
画
像
で
見
え
な
く
な
っ
て
い

る
例
は
、原
本
の
修
理
に
よ
っ
て
見
え
な
く
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
て
は
ど
う

か
と
い
う
鈴
木
裕
也
氏
か
ら
の
提
案
が
あ
っ
た
。

（
39
）　

原
本
画
像
・
複
製
本
・
近
世
写
本
を
参
看
し
た
校
本
と
し
て
、張
磊
・
吴
美

富
（
二
〇
二
四
）『《
新
撰
字
鏡
》
校
注
』
浙
江
大
学
出
版
社
が
あ
る
。
筆
者
は

未
だ
詳
し
く
見
て
い
な
い
が
、
参
考
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

参
考
文
献

赤
堀
又
次
郎
（
一
九
三
〇
）『
紙
魚
の
跡
』
民
友
社

石
川
了（
一
九
八
二
）「
初
代
笠
亭
仙
果
年
譜
稿　

そ
の
三
」『
大
妻
女
子
大
学
文
学

部
紀
要
』（
十
四
）
大
妻
女
子
大
学

梅
谷
文
夫
（
一
九
九
三
）「
狩
谷
棭
斎
の
西
遊　

其
二
」『
言
語
文
化
』（
三
十
）
一

橋
大
学
語
学
研
究
室

大
槻
文
彦
（
一
九
一
五
）「
珍
書
の
複
本
の
必
要
」『
典
籍
』（
一
）
古
書
保
存
会

―
―
（
一
九
一
六
）「
跋
」『
新
撰
字
鏡　

天
治
本
』
六
合
館

大
槻
信
（
二
〇
二
〇
）「
新
撰
字
鏡
の
編
纂
課
程
」『
国
語
国
文
』（
八
九
‐
三
）
臨

川
書
店

―
―
（
二
〇
二
一
）「『
新
撰
字
鏡
』
の
序
文
を
読
む
―
信
州
大
学
日
本
語
学
夏
季

セ
ミ
ナ
ー
講
演
記
録
―
」『
信
州
大
学
人
文
科
学
論
集
』（
八
‐
二
）信
州
大
学

人
文
学
部

澤
瀉
久
孝
（
一
九
四
四
）「
解
題
」『
新
撰
字
鏡
』
全
国
書
房

神
楽
岡
幼
子
・
小
助
川
元
太
・
田
中
尚
子
・
福
田
安
典
（
二
〇
一
九
）「
展
示
目
録　

愛
媛
大
学
図
書
館
鈴
鹿
文
庫
貴
重
書
展
」『
近
世
文
藝
』（
一
一
〇
）日
本
近
世

文
学
会
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川
瀬
一
馬
（
一
九
五
五
）『
古
辞
書
の
研
究
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

木
村
正
辞
（
一
八
九
八
）「
天
治
本
の
新
撰
字
鏡
」『
大
八
洲
雑
誌
』（
一
三
九
）
大

八
洲
館

黒
川
眞
道
談
（
一
九
一
三
）「
会
員
談
叢
（
五
）」『
集
古
会
誌
壬
子
』（
四
）
集
古
会

後
藤
寸
美
遠
か
（
淵
誠
一
）（
一
九
四
一
ａ
）「
後
藤
奈
牙
遠
畧
傳
」『
臼
杵
史
談
』

（
三
七
）
臼
杵
史
談
会

―
―
―
か
（
不
知
）（
一
九
四
一
ｂ
）「
後
藤
奈
牙
遠
略
傳
に
就
て
」『
臼
杵
史

談
』（
三
八
）
臼
杵
史
談
会

阪
倉
篤
義
（
一
九
六
七
）「
新
撰
字
鏡
解
題
」『
天
治
本　

新
撰
字
鏡
（
増
訂
版
）』

臨
川
書
店

佐
々
木
勇
（
二
〇
二
四
）「
書
陵
部
蔵
『
新
撰
字
鏡
』
天
治
元
年
写
本
の
原
本
と
複

製
本
」『
論
叢　

国
語
教
育
学
』（
二
〇
）広
島
大
学
大
学
院
国
語
文
化
教
育
学

研
究
室

貞
苅
伊
徳
（
一
九
八
九
）「
日
本
の
字
典　

そ
の
一
」
佐
藤
喜
代
治
編
『
漢
字
研
究

の
歩
み
』（
漢
字
講
座
２
）
明
治
書
院
（
貞
苅
（
一
九
九
八
）『
新
撰
字
鏡
の
研

究
』
に
再
録
）

鹿
田
古
丼
（
一
九
〇
四
）「
思
ゐ
出
の
記
」（
長
澤
規
矩
也
編
（
一
九
八
一
）『
本
屋

の
は
な
し
』（
日
本
書
誌
学
大
系
16
）
青
裳
堂
書
店
）

鈴
鹿
三
七
（
一
九
一
四
）『
異
本
今
昔
物
語
抄
：
附
・
鈴
鹿
連
胤
略
伝
』
鈴
鹿
三
七

―
―
（
一
九
一
五
）「
新
撰
字
鏡
に
就
て
」『
典
籍
』（
三
）
古
書
保
存
会

使
用
文
献
（
原
本
）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
天
治
本
。559.28

）

愛
媛
大
学
図
書
館
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
鈴
鹿
連
胤
写
。813.Su3

）

広
島
大
学
図
書
館
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
岡
正
武
写
。
国
文N

2370

）

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
伴
信
友
写
。4-85.

シ.1

貴
）

東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
黒
川
春
村
写
。26-142.
L632922-632933

）

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
木
村
正
辞
写
。12.43.39.3502

）

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
岡
正
武
本
の
近
世
写
本
。
貴
116
）

静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
黒
川
春
村
跋
本
の
近
世
写
本
。19233.1.108-35

）

静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
狩
谷
棭
斎
本
に
よ
る
近
世
校
合
本
。19234.1.108-
35

）

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
黒
川
春
村
跋
本
の
近
代
写
本
。208-

0060

）

静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（
黒
川
春
村
跋
本
の
近
代
写
本
。20565.6.507-10

）

静
嘉
堂
文
庫
蔵『
新
撰
字
鏡
』（
黒
川
春
村
本
に
よ
る
近
代
校
合
本
。19232.12.108-

35

）

使
用
文
献
（
影
印
）

『
新
撰
字
鏡　

天
治
本
』（
一
九
一
六
）
大
槻
文
彦
校
、
六
合
館

『
新
撰
字
鏡　

天
治
本
』（
一
九
三
三
）
山
田
孝
雄
再
刊
序
、
西
東
書
房

『
新
撰
字
鏡
』（
一
九
四
四
）京
都
帝
国
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
、
全

国
書
房

『
新
撰
字
鏡　

天
治
本　

増
訂
版
』（
一
九
六
七
）京
都
帝
国
大
学
文
学
部
国
語
学
国

文
学
研
究
室
編
、
臨
川
書
店

『
新
撰
字
鏡
』（
一
九
九
三
）
谷
風
等
編
『
辞
書
集
成
』（
一
二
・
一
三
）、
団
結
出
版

社
（
中
国
：
北
京
）

［
書
陵
部
蔵
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
書
誌
事
項
］

〔
冊
数
〕
十
三
冊
（
揃
。
内
一
冊
は
篇
立
）　
〔
装
訂
〕
粘
葉
装

〔
表
紙
〕
原
表
紙
・
改
装
表
紙
と
も
黄
土
色
。
模
様
無
し

〔
外
題
〕
新
撰
字
鏡　
〔
内
題
〕
新
撰
字
鏡

〔
表
紙
寸
法
〕
29
・
１
～
29
・
４
糎
×
25
・
８
～
26
・
６
糎

〔
押
界
寸
法
〕
25
・
４
～
25
・
６
糎
×
22
・
３
～
22
・
５
糎
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〔
丁
数
（
除
表
紙
・
遊
紙
）〕
篇
立
：
５
丁
、
巻
一
：
36
丁
、
巻
二
：
30
丁
、
巻
三
：

28
丁
、
巻
四
：
26
丁
、
巻
五
：
27
丁
、
巻
六
：
33
丁
、
巻
七
：
37
丁
、
巻
八
：

25
丁
、
巻
九
：
25
丁
、
巻
十
：
34
丁
、
巻
十
一
：
43
丁
、
巻
十
二
：
33
丁

〔
行
数
〕
八
行　
〔
蔵
書
印
〕
宮
内
省
図
書
印
・
法
隆
寺
一
切
経

〔
そ
の
他
〕

・�

巻
二
改
装
表
紙
見
返
し
に
貼
紙
あ
り
。「
第
二
第
四
鈴
鹿
連
胤
旧
蔵
／
以
外
摂
津

北
傳
法
村
岸
田
忠
兵
衛
旧
蔵
」
と
来
歴
の
説
明
が
あ
る
。

・�

調
査
日
は
二
十
五
年
四
月
二
十
一
日
、
同
年
六
月
二
十
三
日
、
同
年
八
月
一
日
で

あ
る
。
調
査
は
初
回
の
み
筆
者
と
鈴
木
裕
也
氏
が
行
い
、他
日
は
筆
者
が
行
っ
た
。

［
愛
媛
大
学
図
書
館
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（「
愛
媛
大
学
本
」）
書
誌
事
項
］

〔
冊
数
〕
五
冊
（
篇
立
・
巻
一
・
二
・
四
・
十
二
（
他
巻
欠
））　
〔
装
訂
〕
袋
綴
装

〔
表
紙
〕
後
表
紙
、
黄
土
色
。
原
表
紙
、
砂
色
。
と
も
に
模
様
無
し

〔
後
表
紙
外
題
〕
無
し　
〔
原
表
紙
外
題
〕
新
撰
字
鏡　
〔
内
題
〕
新
撰
字
鏡

〔
表
紙
寸
法
〕
29
・
４
～
29
・
５
糎
×
27
・
２
～
27
・
３
糎

〔
押
界
寸
法
〕
押
界
無
し

〔
丁
数
（
除
表
紙
・
遊
紙
）〕
篇
立
：
５
丁
、
巻
一
：
36
丁
、
巻
二
：
30
丁
、
巻
四
：

26
丁
、
巻
十
二
：
34
丁

〔
行
数
〕
八
行　
〔
蔵
書
印
〕
尚
褧
舍
蔵
・
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫

〔
そ
の
他
〕

・
小
口
書
き
な
し
。
改
装
表
紙
右
上
に
巻
次
の
表
示
あ
り
。

・�

鈴
鹿
義
鯨
氏
が
内
務
省
へ
『
新
撰
字
鏡
』
巻
二
・
四
を
寄
贈
し
た
際
の
賞
状
が
帙

に
同
封
さ
れ
て
い
る
。

・
調
査
は
二
十
五
年
十
月
二
十
七
日
に
筆
者
が
行
っ
た
。

［
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（「
黒
川
本
」）
書
誌
事
項
］

〔
冊
数
〕
十
二
冊
（
揃
）　
〔
装
訂
〕
袋
綴
装

〔
表
紙
〕
後
表
紙
、
橙
色
。
模
様
無
し
。〔
外
題
〕
新
撰
字
鏡　
〔
内
題
〕
新
撰
字
鏡

〔
表
紙
寸
法
〕
34
・
２
～
34
・
５
糎
×
26
・
０
～
26
・
１
糎

〔
押
界
寸
法
〕
押
界
無
し

〔
丁
数
（
除
表
紙
・
遊
紙
）〕
巻
一
：
36
丁
、
巻
二
：
30
丁
、
巻
三
：
28
丁
、
巻
四
：

27
丁
、
巻
五
：
26
丁
、
巻
六
：
33
丁
、
巻
七
：
37
丁
、
巻
八
：
25
丁
、
巻
九
：

26
丁
、
巻
十
：
34
丁
、
巻
十
一
：
43
丁
、
巻
十
二
：
34
丁

〔
行
数
〕
八
行

〔
蔵
書
印
〕
黒
川
真
頼
蔵
書
・
黒
川
真
頼
・
黒
川
真
道
蔵
書
・
黒
川
家
・
黒
川
書

齋
・
東
京
大
学
・
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
・
国
語

〔
奥
書
（
字
体
は
通
行
の
も
の
に
直
し
た
）〕

（
巻
一
）
安
政
四
年
四
月
念
二
日
以
禿
筆
模
写
了　

藤
原
春
村

　
　
　

 

明
治
三
庚
午
二
月
三
十
日
巻
尾
一
紙　

男　

久
朗
再
写

（
巻
二
）
文
政
七
年
甲
申
三
月
以
天
治
真
本
模
写
拠
蔵
本
比
／
校
之　

岡
正
武

　
　
　

 

天
保
三
年
正
月
以
岡
氏
本
謄
写
之　

黒
河
春
村

　
　
　

 

同
十
三
午
子
十
一
月
據
伴
信
友
所
影
／
写
之
真
本
令
一
校
了

（
巻
三
）
安
政
五
年
七
月
自
恣
日
書
写
訖　

春
村

（
巻
四
）
新
撰
字
鏡
残
欠
第
二
第
四
巻
文
政
八
年
九
月
／
模
写
功
了　

�

源
伴
信
友�

　
　
　

 

天
保
十
三
年
壬
寅
八
月
十
六
日
以
伴
信
友
本
影
写

�

六
十
九
老
人
蛍
沢
齋　

岡
正
武

　
　
　

 

同
年
十
月
以
岡
氏
本
全
模
写
了　

黒
河
春
村

（
巻
五
）
安
政
第
四
天
歳
次
丁
巳
端
午
前
一
日
謄
写
了　

藤
原
春
村

（
巻
六
）
安
政
第
四
暦
蕤
賓
十
七
日
令
模
写
訖　

藤
原
春
村

（
巻
七
）
奥
書
な
し
。

（
巻
八
）
安
政
四
年
丁
巳
季
冬
念
二
十
八
日
成
功
訖　

春
村

（
巻
九
）
安
政
五
年
如
月
五
日
書
写
了　

藤
原
春
村

（
巻
十
）
安
政
第
五
暦
歳
次
戊
午
晩
夏
二
十
日
謄
写
了　

春
村

54



（
巻
十
一
）
奥
書
な
し
。

（
巻
十
二
）
奥
書
な
し
。
跋
文
あ
り
。

〔
そ
の
他
〕

・
小
口
書
き
な
し
。
巻
二
、
四
の
み
校
注
の
書
込
み
あ
り
。

・�

巻
一
奥
書
の
明
治
三
庚
午
云
々
と
あ
る
巻
尾
一
紙
は
ど
こ
を
指
す
も
の
か
明
確

で
な
い
。
何
ら
か
の
事
情
で
巻
一
末
尾
が
失
わ
れ
そ
れ
を
補
写
し
た
も
の
か
。
た

だ
し
、巻
一
末
尾
の
丁
と
他
丁
と
紙
質
は
同
じ
よ
う
に
見
え
る
。
筆
跡
も
他
丁
と

同
じ
か
。
巻
一
の
先
頭
に
五
十
音
図
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に「
博
物
館
蔵
原

本
新
撰
字
鏡
一
巻
ノ
裏
ニ
ア
ル
モ
ノ
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
ち
ら
か
と
一
寸

思
っ
て
し
ま
う
が
、『
新
撰
字
鏡
』
が
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
三

年
の
た
め
、
時
代
的
に
合
わ
な
い
し
、
巻
尾
で
は
な
い
。

・�

巻
二
の
奥
書
に
あ
る
同
十
三
以
下
の
一
文
は
朱
筆
。
巻
四
、信
友
の
印
は
朱
筆
で

筆
写
。

・
調
査
は
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
に
筆
者
が
行
っ
た
。

［
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
新
撰
字
鏡
』（「
木
村
本
」）
書
誌
事
項
］

〔
冊
数
〕
十
二
冊
（
揃
）　
〔
装
訂
〕
袋
綴
装

〔
表
紙
〕
原
表
紙
、
黄
土
色
。
模
様
無
し
。　
〔
外
題
〕
無
し　
〔
内
題
〕
新
撰
字
鏡

〔
表
紙
寸
法
〕
33
・
７
糎
×
26
・
２
糎　
〔
押
界
寸
法
〕
押
界
無
し

〔
丁
数
（
除
表
紙
・
遊
紙
）〕
巻
一
：
37
丁
、
巻
二
：
31
丁
、
巻
三
：
29
丁
、
巻
四
：

27
丁
、
巻
五
：
28
丁
、
巻
六
：
34
丁
、
巻
七
：
38
丁
、
巻
八
：
26
丁
、
巻
九
：

26
丁
、
巻
十
：
35
丁
、
巻
十
一
：
44
丁
、
巻
十
二
：
35
丁

〔
行
数
〕
八
行　
〔
蔵
書
印
〕
欟
斎
・
木
屯
正
辭

〔
そ
の
他
〕

・�

巻
末
に
書
写
者
（
木
村
正
辞
）
を
含
め
、
鈴
鹿
連
胤
・
黒
川
春
村
の
跋
文
あ
り
。

そ
れ
ぞ
れ
の
跋
文
は
筆
跡
が
異
な
る
。
原
本
の
筆
致
も
模
倣
し
た
も
の
か
。

・�「
諂
」
字
に
対
し
て
「
正
辞
按
諂
字
注
干
禄
字
書
文
也
」
と
貼
紙
が
あ
る
。
こ
の

ほ
か
に
も
当
初
は
貼
紙
が
あ
っ
た
と
予
測
さ
れ
る
が
、現
存
し
て
い
る
の
は
右
の

一
か
所
の
み
。

・�

帙
右
下
に
古
梓
堂
文
庫
と
大
東
急
記
念
文
庫
の
蔵
書
票
が
貼
ら
れ
て
い
る
。本
書

が
久
原
文
庫
か
ら
大
東
急
記
念
文
庫
に
至
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

・�

木
村
が
見
た
本
の
本
文
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
補
入
、
虫
損
が
写
さ
れ
て
お
り
、

ミ
セ
ケ
チ
も
な
る
べ
く
写
そ
う
と
し
た
よ
う
だ
が
見
逃
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

・
元
の
筆
跡
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
ら
し
く
筆
跡
が
様
々
で
、影
写
本
と
思
わ
れ
る
。

・
朱
筆
に
よ
る
誤
字
の
訂
正
も
見
ら
れ
る
。

・
調
査
は
二
十
五
年
四
月
二
十
七
日
に
筆
者
が
行
っ
た
。

付
記

　

各
典
籍
・
資
料
の
原
本
閲
覧
お
よ
び
調
査
に
際
し
て
、愛
媛
大
学
図
書
館
・
川
越

市
立
図
書
館
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
静
岡
県
立

中
央
図
書
館
・
静
嘉
堂
文
庫
・
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
大
東

急
記
念
文
庫
・
東
京
国
立
博
物
館
・
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
・
広
島
大
学

図
書
館
当
局
よ
り
御
厚
誼
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、信
州
大
学
鈴
木
裕
也
氏
よ
り
書

誌
調
査
協
力
お
よ
び
御
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本

稿
は
、
科
研
費
「
古
辞
書
コ
ー
パ
ス
の
構
築
」（25K

00466

）
の
助
成
を
受
け
て
い

ま
す
。

（
な
か
の
・
な
お
き　

常
葉
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
）

55


